
石川さん連載（続続） 

  
石川さん連載 3 は「治療的関係」、4 は「伝えること」である。そして、最終回 5 は

「残したもの」であり、その最初に私のコメントが載っている。痛ましい「事件」後に、

ある新聞報道に私が抗議したことが紹介されている。 

偶然ではあるが新聞で連載を読む前、

朝早くいつものように、同じようなこと

をレポートに書いていた。記事では私の

コメントとして、「前は、自己主張の強

い彼に反発を感じていたが、リハビリに

励み、奇跡的に職場復帰を果たした姿に

感動した」と振り返る、とある。 

5 回にわたる石川さん連載を読んで、

あらためて生と死について考えさせら

れた。想像を絶するような過酷な状況の

中で、必死に生きて伝えようとした石川

さん。私の退職の日に、「私も、やり残

した仕事を進めていこうという立場で

すが、スローペースが許されるかどうか

は神のみぞ知る、です」とメールしてく

れた石川さん。 

そんな石川さんに対して、ずいぶんと

厳しく接してきたのではないだろうか。

在職中、学生のことを最優先で考えて、

石川さんが講義を続けるのを反対した。

そのことで、入院先の市大病院の食堂で

口論したこともある。あの時の「判断」

がよかったかどうか迷うところもある。

最後まで教壇に立ち続け、「絶望しない

姿」を学生に伝えたかった思いを、今は

理解してやりたい。 

連載を読み終わって、石川さんが私たちに残したもの、伝えたかったであろうことの

一端を知ることができた。何といっても「生きること 一番偉い」という言葉が、私に

とっても心に響く。石川さんが「未完の論文」で書いただろうこと、書きたかったこと

を若い人たちに引き継いでいってもらいたい。 

                             (2015 年 2 月 15 日) 


